
ファミリーサポートセンター会員を募集
　ファミリーサポートセンターでは、次の会員を随時募集しています。
会員の種類
①依頼会員 ０歳～小学校６年生までの子どもを

預かってほしい人
②協力会員 子どもを預かることができる人
③両方会員 依頼会員と協力会員を兼ねる人

利用できる場合
・こども園等までの送迎
・こども園等の開始前・終了後の預かり
・買い物等で外出するときの預かり　等

利用料金
・月曜日～金曜日（７時～21時） １時間600円
・上記以外の時間帯と土・日・祝日 １時間800円
※ 最初の１時間は規定料金、以降30分ごとに規定料金の半額

を加算
※ 兄弟姉妹を預かる場合、２人目から半額
協力会員への活動支援
　協力会員へは活動報酬に加え、センターから活動助成金
を支給しています。

申込・問い合わせ先
たつの市ファミリーサポートセンター（たつの市社会福祉協議会内、はつらつセンター１階）（☎63・5117）

こそだて

こそだて

福祉医療費受給者証に関するお知らせ
４月から小学４年生になる方
　現在お持ちの「乳幼児等医療費受給者証」は、４月１日から「こども医療費受給者証」に切り替わります。
　３月中旬に新しい受給者証を郵送しますので、４月からは「こども医療費受給者証」を使用してください。新たに
手続きする必要はありません。現在お持ちの「乳幼児等医療費受給者証」は、４月になりましたら細かく切るなどし
て処分してください。
一部負担金   外来・入院とも自己負担なし

今年度で18歳を迎えられる方
　高校生等で「こども医療費受給者証」をお持ちの方は18歳到達後の３月31日をもって資格を喪失します。４月１日
から医療機関で診療を受ける際は、保険証のみを提示して診療を受けてください。現在お持ちの「こども医療費受給
者証」は、４月になりましたら細かく切るなどして処分してください。

▶ 幼児教育課（☎64・3222）

▶ 危機管理課（☎64・3219）

▶ 国保医療年金課（☎64・3240）、●新 地域振興課（☎75・0253）、●揖 地域振興課（☎72・2523）
●御 地域振興課（☎322・1451）

認定こども園の一時預かり事業（幼稚園型）・
認可外保育施設等の利用について

　認定こども園の一時預かり事業（幼稚園型）や認可外保育施設等を利用する場合、利用料が無償化の対象とな
ります。

給付認定申請
　無償化の対象となるためには、市から「保育の必要性の認定」（施設等利用給付認定の新２号・新３号）を受ける
必要がありますので、提出期限までに申請書等をご提出ください。
提出書類  ・給付認定申請書　・就労証明書等の「保育を必要とする」ことを証する書類
提 出 先  各認定こども園、幼児教育課または各総合支所地域振興課　　 提出期限   利用開始月の前月20日まで

※今年度すでに利用中で、来年度も継続利用される場合は申請書等の提出は不要です。

利用料の給付請求
　利用料の給付を受けるためには、市に請求していただく必要があります。令和５年度利用中の方は下記請求期限
までに請求書等を提出してください。
対象期間  第４期：令和６年１月～３月利用分（３カ月ごとの申請）

 ※令和５年４月～12月分の請求がまだの場合も合わせて請求してください。
提出書類  ・施設等利用費請求書　・利用料領収証明書（各利用施設から発行されたもの）
提 出 先  各認定こども園、幼児教育課または各総合支所地域振興課　　 請求期限  ４月15日（月）

※提出書類の様式は、各認定こども園、幼児教育課および各総合支所地域振興課に設置しています。
　また、市ホームぺージからもダウンロードできます。

対 象 事 業
施 設 ・ 事 業 名 無 償 化 範 囲

一時預かり事業（幼稚園型） 「保育を必要とする事由」に該当する
３～５歳児：月額11,300円まで

認可外保育施設
西播磨センター保育所赤とんぼルーム、揖保川病院にこ
にこ保育園、ブンセンちびっこ園、および市外対象施設

一時預かり事業（一般型）
市内私立保育所、認定こども園９施設

病児保育事業
認定こども園まあや学園

ファミリーサポートセンター事業
たつの市ファミリーサポートセンター

「保育を必要とする事由」に該当する
３～５歳児：月額37,000円まで
０～２歳児（生活保護世帯、市民税非課税世帯に限る）：
 月額42,000円まで
※保育所・認定こども園を利用していない方が対象

　平成７年１月17日に阪神淡路大震災が発生し、29年が経過しました。
　また、令和６年１月１日には能登半島地震が発生し、多くの方が犠牲となっています。地震は「いつ」「どこで」
発生するか分かりません。自分でできる防災の取り組みを進めましょう。
　政府の地震調査研究推進本部によると、南海トラフにおける巨大地震の発生可能性として、30年以内に
70～80％という数値が示されています。地震が発生したときに大切なことは、「あわてず、まず身の安全
を！！」。今一度、以下のことを確認しましょう。

地 震 に備えましょう地 震 に備えましょう

　気象庁から震度４以上を予想した地域または長周期地
震動（※）階級３以上を予想した地域を対象に、テレビ、ラ
ジオ、携帯電話、スマートフォン、防災行政無線を通じて緊
急地震速報が一斉配信されます。発表から揺れが発生す
るまでは数秒から数十秒です。情報を確認したら、あわて
ず、まず身の安全を確保しましょう。
※長周期地震動とは、大きな地震で生じる周期の長いゆっくり

とした大きな揺れです。震源から数百km離れたところでも、
高層ビルを長時間にわたって大きく揺らすことがあります。

１～２分
火の元の確認、
家族の安否確認

３～10分
テレビ、ラジオ、スマート
フォン等で正しい情報確認

10分～数時間
隣近所の安否確認
家屋倒壊など危険があれば避難の判断

防災マップの活用
　令和３年２月に配布した
防災マップでは、地震・津波
に関する情報、地震の震度
分布を掲載しています。今一
度、確認をお願いします。

　防災行政無線の放送内容をスマートフォンでも受け取れるサービ
スを開始しました。こちらのQRコードからスマートフォンアプリを
ダウンロードすることで、防災行政無線の放送内容を聞くことがで
きます。平時および有事の情報伝達に必要となりますので、ダウン
ロードをお願いします。

　災害時に市の緊急情報が確認できる「ひょうご防災ネット」は、こ
ちらのQRコードからスマートフォンアプリをダウンロードすること
ができます。登録していただくと、プッシュ通知で市の災害情報を
受け取れます。正しい情報の入手手段として、登録をお願いします。

緊急地震速報

地震発生地震発生
あわてず、身の安全を！！

緊急地震速報が鳴ったら緊急地震速報が鳴ったら

防災アプリ「全国避難所ガイド」防災アプリ「全国避難所ガイド」

ひょうご防災ネットひょうご防災ネット

地震情報

Android

Android

iOS

iOS

2024年3月号 2024年3月号9 8


